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（下の写真）＝事事年間、たたかいぬいた渋谷の

原告家族の加藤さん（左）と、亀岡さん（右）
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東京公害患者と家族の会
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東
京
大
気
汚
染
公
害
裁
判
で
勝
ち
取
っ
た

ぜ
ん
息
医
療
費
無
料
化
制
度

弁
護
士

原

希
世
巳

【無料化制度の概要】

●対象者●
東京都内に１年以上居住する気管支喘息患者。
但し喫煙者は、これを機に禁煙することが条件（誓約書を提

出）。

●手続き●
申請書を保健所に提出。主治医の診断書と住民票などを添付す

る。受付は似歯歯持年５月１日から。
認定を受けると医療券が送られてくるので、これを受診の時に

窓口に提示します。無料化の実施は似歯歯持年８月１日からの予定。

・この制度は、大気汚染によって健康を侵された人への救済を目
的にするものですが、各患者さんが発病した原因が何かというこ
とは一切問題にされません。アレルギー性のぜん息であっても、
東京の大気汚染は症状に悪影響を及ぼしていることは否定できな
いので、広く救済する必要があるとの考え方に立った制度です。

・医療費助成の財源は東京大気汚染公害裁判の被告となった、
国、東京都、首都高速道路会社、そしてトヨタら自動車メーカー
７社が拠出しています。
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昨
年
事似
月
の
都
議
会

で
欷
都
内
に
居
住
す
る
ぜ

ん
息
患
者
の
医
療
費
を
無

料
に
す
る
条
例
が
成
立
し

ま
し
た
盜

こ
れ
ま
で
も
事持
歳
未
満

の
子
供
た
ち
に
つ
い
て

は
欷
ぜ
ん
息
医
療
費
を
無

料
に
す
る
制
度
が
あ
り
ま

し
た
盜
今
回
の
条
例
で
は

こ
の
年
齢
制
限
を
取
り
払

い
欷
都
内
に
１
年
以
上
居

住
す
る
ぜ
ん
息
患
者
で
あ

れ
ば
欷
全
員
が
入
院
な
ど

も
含
め
て
自
己
負
担
な
し

歉
入
院
食
事
代
だ
け
は
有

料
歐
で
欷
治
療
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
盜

ぜ
ん
息
と
い
う
病
気
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慢
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す
る
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欷
一
生
病
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縁
が
切
れ
ま
せ
ん
盜

医
療
費
の
負
担
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馬
鹿
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な
り
ま
せ
ん
盜
発
作
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こ
し
て
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病
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へ
行
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な
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我
慢
す
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か
欷
入
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無
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や
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退
院

さ
せ
て
も
ら
う
な
ど
と
い

う
医
療
抑
制
の
経
験
が
あ

る
ぜ
ん
息
患
者
は
約
３
割

に
及
び
欷
比
較
的
重
症
の

人
ほ
ど
そ
の
傾
向
が
高
い

と
い
う
報
告
も
あ
り
ま

す
盜
ぜ
ん
息
医
療
費
の
無
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は
患
者
に
と
檸
て
長

年
の
夢
で
し
た
盜

社
会
保
障
の
削
減
欷
医

療
制
度
の
改
悪
が
続
く
中

で
欷
今
回
の
無
料
化
制
度

は
ま
さ
し
く
画
期
的
と
い

う
こ
と
が
で
き
ま
す
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化
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概
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掲
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お
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す
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檸
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檸
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ら
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さ
れ
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そ
し
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無
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今

後
も
守
檸
て
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た
め
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公
害
患
者
会
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わ
檸
て

い
た
だ
く
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と
を
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び
か

け
ま
す
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れ
な
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欷
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を
飲
む
と
す
ぐ
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れ
る

か
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飲
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眠
り
ま
す
飮

欹
眠
れ
な
い
の
で
欷
睡
眠

薬
を
飲
ん
で
い
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す
盜
お
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と
一
緒
に
飲
ん
で
は
い

け
な
い
の
は
な
ぜ
で
す

か
飮
の
質
問
に
お
答
え
し

ま
す
盜

■
睡
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は
欷
深
い
眠
り
の

ノ
ン
レ
ム
睡
眠
と
浅
い
眠

り
の
レ
ム
睡
眠
が
概
ね
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分
か
ら
１
０
０
分
で
繰
り

返
さ
れ
て
い
ま
す
盜
ア
ル

コ
欟
ル
は
寝
つ
き
を
助
け

ま
す
が
欷
深
い
眠
り
の
ノ

ン
レ
ム
睡
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を
減
ら
し
欷

浅
い
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り
の

レ
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睡
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を

増
や
し
ま

す
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ま
り
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ア
ル
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は
睡
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の
質

を
低
下
さ
せ
眠
り
が
浅
く

な
る
の
で
す
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ア
ル
コ
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の
血
中
濃

度
は
欷
３
時
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位
で
半
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寝
つ
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は
良
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な
檸
て
も
欷
浅
い
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り
の

た
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コ
欟
ル
が
き
れ

て
し
ま
う
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目
覚
め
や
す

い
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欷

不
眠
に
ア
ル
コ
欟
ル
を
使

用
す
べ
き
で
は
あ
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■
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こ
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欷
ベ
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ジ
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ゼ
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薬
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増
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れ
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ど
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に

禁
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前
に
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・
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を
飲
む
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う
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は
よ
く
あ
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ま
せ
ん
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順

番
が
逆
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も
よ
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あ
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ま

せ
ん
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強
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現
れ
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険
で
す
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一
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薬
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な
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も
あ
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ま
す
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■
こ
れ
ら
の
睡
眠
剤
や
安

定
剤
は
欷
常
用
量
を
守
り

就
寝
直
前
に
服
用
し
欷
ア

ル
コ
欟
ル
と
の
併
用
を
避

け
れ
ば
安
全
な
薬
剤
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
が
欷
依
存

症
状
が
現
れ
た
り
欷
同
じ

量
を
服
用
し
て
も
効
か
な

く
な
檸
て
い
く
な
ど
欷
注

意
が
必
要
で
す
盜
ま
た
欷

高
齢
者
は
代
謝
機
能
が
低

下
し
て
い
る
の
で
欷
常
用

量
で
も
翌
朝
に
眠
気
が
残

檸
た
り
欷
夜
中
に
ふ
ら
つ

い
て
転
倒
す
る
な
ど
の
原

因
に
な
り
ま
す
盜
い
ず
れ

に
し
て
も
欷
医
師
の
指
示

に
従
檸
て
服
用
し
欷
な
お

か
つ
欷
安
定
剤
や
睡
眠
薬

に
頼
ら
な
い
こ
と
を
心
が

け
た
い
も
の
で
す
盜

薬
害
肝
炎

全
面
解
決
を
め
ざ
し
て

藤
竿
伊
知
郎

歉
協
同
組
合

医
療
と
福
祉

薬
剤
師
歐

薬
害
肝
炎
訴
訟
は
欷欹
救
済

特
別
措
置
法
飮
が
全
会
一
致
で

可
決
さ
れ
欷
１
月
事寺
日
欷
施
行

さ
れ
ま
し
た
盜
こ
れ
に
よ
り
欷

救
済
へ
の
道
筋
が
開
け
ま
し

た
盜

し
か
し
欷
附
帯
決
議
・
和
解

基
本
合
意
が
指
摘
す
る
よ
う

に
欷
被
害
者
の
期
待
に
添
う
救

済
策
欷
企
業
と
の
和
解
協
議
は

こ
れ
か
ら
の
課
題
で
す
盜

原
告
の
救
済
だ
け
で
は
な

く
欷
す
べ
て
の
肝
炎
患
者
に
対

す
る
医
療
整
備
・
生
活
保
障
を

め
ざ
し
て
欷
闘
い
は
続
き
ま

す
盜
引
き
つ
づ
き
ご
支
援
を
お

願
い
し
ま
す
盜


